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1. 蛍光増白剤の皮膚に対する影響について 
0宮治誠，藤原喜久夫，西村和子
(千大・生物活性研・食中毒)
蛍光増白剤の皮膚に対する影響を調べる目的で，患者
ならばに健康人を対象に，貼布試験および光貼布試験を
行なった。検体はジアミノスチノレベンジスルホン酸系の 
8種の誘導体 (A，B，C，D，E，F，G，Hと仮称する)
をそれぞれ 0.1%溶液として使用した。 3種類の検体 
(A，B，C)に貼布試験陽性者を認めた。すなわち検体 
Aは406名中 1名 (2.7%)，Bは406名中 17名 (4.2%)， 
Cは406名中 l名 (0.2%)に陽性者を認めた。光貼布
試験の結果は以下のごとくであった。 Cが 118名中 l名 
(0.8%)に， Fは54名中 l名(1.9%)， Gは54名中 3
名 (5.6%)に光貼布試験陽性者を認めた。 
2. 農薬抗生物質のスクリーニングについて 
0黒田収子，宇野 1Mj 
(千大・生物活性研・抗生物質研究部)
農薬のうち，植物病原菌にJhHcする抗生物質に限り，'i
1972年以降の成績を報告する。 17種土壌サンブ)レから， 
467株の放線菌を選別し，抗菌性試験，“ pot"試験の
結果，有効株・ 249株を得た口これらの有効物質を順
次，化学的に同定し， Streptothricin 1，Actinomycin 
5，Ilamycin 1，Aabomycin 1，Antimycin 22，Oligo-
m ycin 3，Blasticidin-S 1，Pol yetherin-A: Azalo・ 
mycin・B: Copiamycin および第 IV物質 l株と， 
polyene抗真菌性物質のみ 87株， polyene抗真菌性物
質とほかの抗真菌性物質を生産する株 28株を得た。 
3. 土壌微生物の co摂取に関する研究(第 1報)
。平野英兇，小林茂樹，石川清文
(千大・衛生)
土壌微生物のなかに特定物質を分解，または合成する
能力を有するものが数多く存在する。本報告では CO
を摂取し得る微生物の CO摂取能について報告する。
土壌を入れた密封容器中に COを送入すると COは
容器中から消失し， CO2の増加が認められる。滅菌土
壌では COの消失はない。土壌より COを摂取する
菌を分離し， 14CO を用いた実験では I~CO を溢かに
摂取するが， やがて菌液中より I~CO は消失すること
から， I4COは器中に放出されたもので， IfCOがいか
なる型で放出されたか，現在明らかでない。 
4. 食品工業廃棄物(各種カス類)の畜産による省資
源利用とその問題点
桜井信夫(千大・衛生)
わが国における工業化の進展，人口の都市集中，生活
様式の変化に伴ない，原料の大半を輸入に依存する既製
各種食品の供給増大により，各種カス排出も増大してい
る。地球上の限られた資源の徹底的利用と，畜産におい
て上昇を続ける飼料費負担の軽減のため，カス類の最終
処理を兼ねた多用は，庸敗しやすいその性質のために多
くの家畜疾病発生素因を形成する。廃棄物処理と農家経
済の基縦向上のための問題点と対策についてのベた。 
5. 	 高血圧眼底所見の長期観察と予後調査
新井宏朋(千大・養護教諭養成所)
都内の某企業組織の従業員中の高血圧者に対して 10
年から 16年にわたる眼底所見の追究調査を実施した。 
1) Scheie分類で 2度以上に相当する主要な眼底病
変は単なる加令のみでは発生しがたいことを示唆する成
績がえられた。 
2) 上記調査期間中に発生した循環器疾患による死亡
者29名については， 特に脳卒中死亡者に高率の眼底異
常がみとめられたが重症者は少なく，発作直前に所見が 
j目思する傾向はみられなかった口
